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 1bb を実数とする。 ),0(),0,1( bBA を２つの頂点とする正方形 ABCDが xy座標平面上にあり、点

)0,1(E と点Cを結んだ直線と y 軸の交点をF 、また、直線CEと直線 AB の交点をGとする。ただ

し、正方形の頂点は DCBA  の順に時計回りにならんでいるものとする。 

(1) 点Cと点Dの座標をそれぞれbで表せ。 

(2) 点Gの座標をbで表せ。 

(3) DFG の外接円の中心の座標をbで表せ。 

 

(1) xy平面を複素数平面としてみて、 4点 DCBA ,,, を表す複素数をそれぞれ  ,,, とすると、

bi  ,1 である。 　ADBC, はともに、 ABを
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点Cと点Dの座標はそれぞれ )1,1(),1,(  bbb である。 

(2) 1b に注意して、 )1(
)1(

0)1(
: 




 x

b

b
yCE  より 1 xy 、 1

1
: 

b

yx
AB  より bbxy  で

あり、この２直線の交点がGであるから、求める座標は 
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(3) 点 F は直線CEと y 軸との交点なので、その座標は )1,0( である。 DFG の外接円の中心は線分DF

の垂直二等分線 1l と、線分FGの垂直二等分線 2l の交点である。ここで、直線FGの傾きは1であ

り、線分FGの中点をM とすると、  
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また、 1l の方程式は
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x であるか

ら、 1l と 2l の交点の座標を求めると
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